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初期新制中学校教育の状況 と戦後の地域文化活動

　　　　　 一秋田県における1事 例から一

伊藤 日出男*

Reassessment of the new junior high school education in 

the earlest stage after the second World War, and its sig-

  nificance today for local cultural activities in Akita.

H. Ito

Summary: 

The purpose of this study is to reassess the new junior high school education in the earliest stage of the postwar 

period and to report on local cultural activities, especially on the drama which was performed by young people in 

Kameda, a small town in Akita.

Methods: 

The methods of study are: 

1) questionnaires to sixty students who graduated 40 years ago from Kameda junior high school, and interviews 

with their five teachers. 

2) questionnires to twenty people involved in drama activities during 1948-60 in Kameda, and interviews with four 

 of them.

Conclusion: 

There are important lessons to be learnt from local cultural activities during the postwar period; 

1) The vital energies of young people to overcome the conservative mind in the senior generation in a confused 

society. 

2) The effective power of the cultural environment and the invisible educational effect on the community when the 

representation of immoral behavior by young adult is exaggerated by overacting. 

(J. Aomori Univ. Health Welf. 1 : 1-16, 1999)
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　　　　　　　　　Ⅰ　 緒　　　言

　 1.研 究の動機 と目的

　本研究は、主 として第二次世界大戦後の秋田県におい

て、教育改革によって誕生 した新制中学校の教育現場の

状況 と、戦後の再建に向けて青年達が取 り組んだ地域文

化活動について、現在の視点からその意義を明らかにし

ようとしたものである。

　いつの時代であっても、青年は親世代からは不安 と期

待の入 り交 じった見方 をされるのが常である。戦後初期

の混乱 した社会にあって も例外ではな く、青年達は敗戦
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によって打ちひしがれた親世代か ら、期待 とともに不安

をもって注 目されていた。 しか しながら、いち早 く地域

の再建に立ち上がったのは青年達であった。その活動形

態は戦前から存在 した若者組のようなものか ら、戦後新

たに結成 された学習を主体 とするサークル活動 まで様々

であった。

　例 えば、筆者の郷里である秋 田県由利郡亀田町(現 ・

岩城町亀田)の 場合は、1948年 頃から青年達によって盛

んに演劇が行 われ、町民の大 きな支持 を得ていた。その

演劇運動は1960年 頃まで約12年 間続いたが、中心的役割

を果たしたのは地元の小学校教 師達であ り、それを継承

したのは新制中学校 を卒業 した教え子達であった。その

後、 日本の経済復興 と高度経済成長に伴って町を離れる

青年が多 くなり、やがて亀田の演劇運動 も自然 に終焉 し

た。 しかし、亀田の旧城下町としての伝統文化 を継承す

る住民の熱意は、教育の発展 を願い、また若い人材の町

外流出を食い止めようとする行政側の意向 と合致 して、

様々な活性化事業の中に生かされ現在に至っている。

　本研究の目的は、主 として秋田県における初期新制中

学校の教育現場の状況 を、被教育者の視点から明 らかに

し、また青年達による地域文化活動の実態 を明 らかにし

ながら、その今 日的意義 を考察することである。

　 2.研 究方法と用語

　研究対象 と方法=

　本稿は、初期新制中学校の教育現場の状況に関する調

査 と、戦後初期の青年 による地域文化活動 に関す る調査

の二つの研究資料から構成されている。資料の収集は次

の4つ の方法に依拠 した。

　 1)1986年 に実施 した筆者の母校である秋田県由利郡

　亀田中学校の元教師5人 に対する面接調査 と、1951年

　卒業の同期生60人 に対する郵送アンケー ト調査の資料。

　 2)秋 田県内の公的刊行物による初期新制中学校の状

　況、及び戦後初期の青年による地域文化活動 に関する

　記録。

　 3)1945年 か ら1948年 までの、秋田県の代表的な地方

　紙である 「秋田魁新報」紙面の青年の動向及び地域文

　化活動に関する記事及び広告。

　 4)由 利郡岩城町亀 田を代表事例に選定 し、1998年1

　月に実施 した戦後初期の地域文化活動一特に演劇運動

　 に従事 した人々の中か ら20人 を対象 とする郵送法によ

　るアンケー ト調査。また1997年7月 に実施 した4人 の

　関係者に対する面接 による聞 き取 り調査。

　用語の規定:

　本研究におけるキーワー ドとなる用語の概念 を次のよ

うに規定 した。

　 1)「 戦後初期」の区分 について

　戦後の時代区分については多様の立場か ら諸説ある

が、ここでは教育史の立場から文部省の区分1)に 準拠

し、1945年8月15日 の敗戦から、混乱期を乗 り切って

高度経済成長期 に大 きく転換する1960年 までの15年 間

を 「戦後初期」 と称 した。

2） 「教育改革 」及び 「社会教育 」について

　本研究における 「教育改革」は、言うまでもなく第

二次世界大戦後の教育改革を対象 としている。「社会教

育」 については、社 会教育法 の規定2)に よる 「組織

的」　「意図的」な面に捕われないで、一般的に 「社会

の中で行われる教育」 を意味 し、地域の教育力や社会

的同化、類型的同化 といわれる教育も含めて主 として

文化 的な側面か ら広 く捕えることにした。

3)「 青年」 と 「青年運動」 について

　一般に青年 という場合の年齢的は幅は、14～15歳 か

ら24～25歳 までの男性 をいうことが多い。ここでは、

主として新制中学校卒業後から25歳頃までの独身男女

を対象 とした。

　 「青年運動」については、青年がおかれている社会的

状況に対 して、その矛盾や葛藤を集団レベルでとらえ

て青年 自身によって起こされた運動3)を 総称すること

にした。

4)「 文化 」及び 「地域文化活動 」について

　本研究においては、敗戦後の混乱期に国民はどのよ

うなものを“文化” と考えていたか、とい う視点から

稿を進めた。「地域文化活動」については、「地域住民

に対 してその精神生活を高めるために、主 として青年

達によって働 きかけられた、スポーツを除 くすべての

活動 をい う」 と規定 した。 したがって、学問、芸術、

道徳など教養 ・啓発的な領域だけでな く、大衆的な娯

楽 ・慰安的なもの も広 く含めた。特 に神社の祭典に伴

う踊 りや郷土芸能、伝統的な民俗文化 なども含めて研

究の対象 とした。

5)「 芝居 」、「演劇運動 」及び 「演芸 」について

　 「芝居」と 「演劇」の区別については、ことさら厳密

な区分を行わないで一般的な概念から使い分け した。

ここでは旅回 りの芝居、村芝居、芝居小屋など興行物

の総称4)と して用いた。これに対 して演劇は、近代の

芸術的なニュアンスの濃い新劇を中心 として歌舞伎や

新派、民話劇 なども含めて広 く 「演劇運動」 として捕

えた。「演芸」は、劇や踊 り、落語、浪曲、曲芸、手品

などの公衆の前で大衆的な芸能を演 じる芸 として(「広

辞苑」)演 劇 とは区別 した。

6)"地 域おこし"に ついて

　一般に"町 おこし""村おこし"な どと呼ばれる地域

振興事業 を総称 し、「住民が主体 となって地域活性化

の効果的なメディアとしてイベン トを活用 し、新 しい
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時代にあった魅力的な地域つ くりを目指す こと」５)と

規定 した。

　　　　　Ⅱ 　 初期新制中学校の教育現場

　 1.戦 後の教育改革

　 1947年3月31日 に制定された教育基本法及び学校教育

法によって、国民学校は再び小学校 と改称 され、高等科

は新制中学校の母体 として発足 した。また1948年4月 か

らは、旧制中学校 は新制高等学校 として発足 した。新制

中学校の義務制の適用は1949年 度 までに完成 したが、そ

の間旧制中学校 と国民学校高等科及び青年学校在学者 も

新制中学校に移行 したため、校舎や教員の問題など多 く

の困難があった。

　秋田県においても、物資の不足、市町村の財政逼迫、

食糧難などのために六三制の実施は困難を極め、その対

策 として文部省の了解 を得て1947年10月 から試験的に週

五 日制授業 を実施 した程であった(1951年3月 まで)6)。

　秋田県内の新制中学校は、1947年の発足時には283校 で、

1948年 には344校 と最 も多 く設立 されたが、その後学校の

統廃合が行われるにつれて次第に減少 した7)。中学校校

舎の建築に関 しては各町村 とも財源に苦労 し、併せて教

員確保や設備充実にも難渋 した。さらに当時の食料事情

の悪化 は深刻で、秋田市内の児童のうち約10%の 家庭で

は欠食 したとの報告 も見 られる8)。加えて、1947年 夏 に

県下全域を襲った大水害による被害は、市町村財政 をさ

らに圧迫 した。そのような社会状況下にあって、新制中

学校の校舎の事情は特に深刻で、1951年 に至っても独立

校舎 を有する学校 は、県内で235校 中約6割 の140校 にと

どまっていた9)。

　亀 田中学校では、1950年11月 に町民待望の独立校舎が

完成 し、木の香 の匂 う新校舎で授業が行われるように

なった。後述の亀田中学校の元教師と卒業生に対するア

ンケー ト調査 には(N=60、 複数回答)10)、新校舎につい

ての生徒の意見 として、「校舎が木造なので暖かい感 じ」

(65%)、 「独立校舎がで きたので伸び伸びできた」(36%)、

「小使室があって便利だった」(18%)、 など概ね好評で

あった。その反面、「理科、図工、家庭科 などの設備不

足」(47%)、 「体育館が狭い」(34%)、 「視聴覚教材の不

足」(32%)な ど、時代の厳 しさを反映する意見が寄せら

れていた。

　 秋田県内の39校 の旧制中学校のうち、1948年4月1日

をもって大半は新制高等学校 として転換設置された。高

等学校はそれぞれの学校によって全 日制、定時制、通信

制の課程がおかれ、また普通科、職業科 などの学科が設

置された。県内の定時制課程への進学率は、高等学校進

学者全体の38%で あり、これは当時の全国の定時制生徒

の割合が、22.6%で あった ものと比較する とかなり高い

数字であった11)。因みに1950年 度における秋田県内の新

制中学校238校 の高校進学率は35%で 、全国の42.5%に 比

較すると相当に低い12)即ち、秋田県の場合は働 きなが ら

定時制高校で学ぶ若者達が多かったことを示 している。

　 1955年7月28日 、亀田町は隣村の道川村 と合併 して新

たに岩城町が誕生 した。それより以前の1949年 に、当時

の亀田町に本荘高等学校の定時制課程 として亀田分校が、

1955年 には道川村 に分室(後 に分校昇格)が 設置された。

亀田分校は発足当時、生徒数70名(男 子44、 女26)、 教員

数4名 で、普通科 と被服科 を有 していた。生徒数が最 も

多かったのは1953年 の83名 で、教員数は8名(本 務4、

兼務4)で あった。初期の亀田分校からは大学 に進学 し

公務員や教師 になった人もいたが、1958年頃か ら次第 に

生徒数が減少 し、1981年 には廃校 となっている13)。

　前述の亀田中学校卒業生 に対する調査の中で、県外 に

就職 しなが ら定時制高校に通学 したある卒業生は次のよ

うに述べていた。

　 「家で農業 をやるよりも、都会 にでると大 きなアンパ

ンを食べ られるので嬉 しかった。ホームシックにかかっ

ても定時制が救いだった。勉強 よりもいろいろな職種の

人たちと語 り合 えるのが何よりの慰めだった。」(自 営業

男性 ・横浜市在住)

　 また、農家を継 ぎながら亀田分校に通い、後 に北海道

に移住 したある卒業生の手紙には、「人間は一生勉強で

あるとの固い信念のもとに、職務の合間に短期大学の通

信教育を受けました。スクーリングは土、日、月曜 日の

3日 間で したが、 どうにかや り遂げま した(地 方公務

員 ・札幌市在住)」 と記 されていた。

　このように、戦後の教育改革によって誕生 した高等学

校定時制課程は、地方において も中央 において も、新制

中学校 を卒業 した働 く青少年の教育機関 として大 きな役

割を果 したことが理解で きる。

　次に、亀田中学校の教育現場の状況を、卒業後約40年

を経過 した卒業生たちの目を通 して、現在 どのように評

価 されているかについて調査 した概要を紹介する。

　 2.初 期新制中学校の調査研究

　この調査研究の動機 となったのは、1980年 代後半頃か

ら社会的な問題となってきた学校教育荒廃の諸要因の一

つとして、敗戦による伝統的な価値規範の否定 と、欧米

から機械的に移植 された新教育 にあるとする見方１4)が

あった。 また、その頃壮中年男性の自殺の増えてた原因

として、戦中戦後の教育による価値観の転換 を経験 した

ことが長 く影響を及ぼ しているとする意見15)も あった。
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　 この二つの問題 に対する筆者自身の問題意識が契機 と

なって、「初期新制中学校の研究― 秋田県亀田の元教師

と卒業生に対するアンケー ト」 という研究論文(明 星大

学人文学部心理教育学科卒業論文)を まとめた。その論

文の中で、第二次世界大戦中の軍国主義教育 と戦後の民

主主義教育の両極端 を体験 した、いわば“墨塗 り世代”16、17）

の視点か ら、初期新制中学校教育の状況を明 らかにする

目的で、母校である亀田中学校の元教師と同期の第4期

卒業生(昭 和26年3月 卒業)に 対するアンケー ト調査を

実施 した。その概要は以下の通 りであった。

　 対象 とした元教師は5人 、卒業生は全体で120人 中半

数の60人 か ら回答を得た。調査方法は聞き取 り法 と郵送

法を併用 した。結果を要約すると次の通 りであった。

　１)戦 後初期の新制中学校では、終戦後の混乱の中で

　校舎や設備は不十分であったが、地域社会 と学校が一

　 体 となって生徒 を伸び伸びと育てる教育が行われた。

　 2)正 規の免許 をもつ教師は少なかったが、知識偏重

　 に陥 らない生活経験 を重視するカリキュラムが教師の

　 主体性によって編成された。教師と生徒 との人間関係

　 は密接で、生徒の学習意欲は高かった。

　 3)亀 田中学校の第4期 卒業生は、当時の教育を高 く

　評価 していた。その反面、近年の義務教育の現状に対

　 しては批判的な意見を持つ人が多かった。

　 この調査結果から、前述の学校教育の荒廃の要因を戦

後の新教育に求める意見や、壮 中年男性の自殺の原因を

戦中戦後の価値観の転換 を強いられたことに帰するには

あまりに短絡過 ぎるように思われた。む しろ、個人の主

体性 に関わる問題 として捕 らえることが妥当であった。

すなわち、戦中か ら戦後の混乱期にかけては個人が主体

的に判断する能力を奪われ、右往左往 しなが ら精一杯生

きることしかできなかった。同時にそれは意識する しな

いに関わらず、社会を再構築 しようとする共通の目的を

もって努力する過程でもあった。

　戦後40年 を経過 し高度経済成長を遂げた1980年 代 にお

いては、個人がい くらあがいても変わ り様がないほど成

熟 した社会が形成されている。そのような状況の中で、

個人が創造性や主体性を発揮する場を奪われ、職場や生

活の中で疎外 されたまま無力感におそわれているのでは

ないか、 とい うのが結論であった。

　その後10年 を経過 した1997年 に、筆者は 「戦後初期の

青年 と地域文化活動の今 日的意義」 という研究論文(秋

田大学大学院教育学研究科修士論文)を まとめた。この

研究においては、前述のような戦後教育改革に対する自

分自身の問題意識を基盤として、新教育の もとで成長 し

た当時の青年達が、戦後の疲弊 した社会の再建のために

どのような文化的役割 を果 したかを明 らかにするのが 目

的 であ った。

　　　　　　Ⅲ　 戦後初期の地域文化活動

　敗戦直後の混乱 した社会において、国民はどのような

ものを“文化” と考えていたのであろうか。手 もとの国

語辞典によれば、文化 とは「自然に対 して、学問 ・芸術 ・

道徳 ・宗教 など人間の精神の働 きによってつ くり出され、

人間生活を高めてい く上の新 しい価値を生み出してゆ く

もの」(「言泉」)と 定義 されている。

　ここでは、便宜上、教養 ・啓発的な文化 と、大衆 ・娯

楽的な文化の二つに分 けて、特 に後者についてはその代

表として映画 ・演芸及び演劇を取 り上げ、主として秋田

県内の動向との関連性 を考察することにした。

　 1.教 育的 ・啓発的な文化

　 中央 と地方とい う分け方にしたがうと、中央において

は敗戦直後の1945年9月 頃か ら46年 にかけて、戦時中に

逼塞 を余儀な くされていた著名な文化人たちの結束の動

きが起こり、雑誌の発刊 ・創刊 も相次いだ。一方、地方

において も地域の文化人を中心に復員 した学生や教員が

加わって新 しい文化活動が広がっていった。 このような

国民の戦後の新 しい時代 に即応する知識 ・文化への飢渇

欲は、活字文化だけでな く演劇、映画、音楽、美術 など

の視聴覚文化にも向けられていた。

　 また、物不足や食料事情が背景にあった とはいえ、芸

能人 ・団体の地方公演 も積極的に行われ、秋田にも終戦

直後から中央の勝れた芸術家や芸能人 ・団体が訪れ、県

民の文化への渇望 を癒す役割 を果 した。秋田県内各地に

おいても、多様な形の土着の文化運動が起 こり、地域新

聞の発行、詩人集団による運動、地域の学習 ・読書サー

クル、演劇グループ等の活躍が見られた18)。

　 この頃の音楽活動 としては、1945年 から小野崎晋三の

主導によって全県吹奏楽連盟や秋 田管弦楽団が組織 され、

1946年7月 には第1回 秋田管弦楽団演奏会が県記念館で

開催された。また同年10月 には秋田鉱山専門学校の第1

回文化祭が開催され、演劇、歌劇、コーラスや軽音楽 な

どの発表がその後の青年達の文化運動の魁となった。1947

年9月 には秋田師範学校音楽科主催の全県合唱祭が行わ

れ、同年12月 には秋田軍政部モロニー教育課長の要請に

より秋 田市内の学生たちによる 「クリスマス ・キャロル

を歌 う会」が行われた19)。

　農村青年たちにとって祭 りや盆踊 りは最 も身近な娯楽

であることには、昔も今 も変 りはないが、終戦後の農村

の状況は純粋に盆踊 りを楽 しむ環境にはなく、供米と闇

行為に揺れていた。また青年学校の廃止 によって農村青

年達の中心的な教養機関が失われたため、農村文化の建

設は掛け声だけでその内容は映画や演劇 コンクールにす
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ぎず、青年の知性や倫理や感性を育成できないと嘆 く声

も聞かれた20）。

　 しか し、社会が次第に落ち着 きを取 り戻すにつれて青

年を対象 とする学習活動 も盛んになっていった。特に、

1952年 の講和条約発効後 は、秋田の文化運動は一層活発

になり、生活記録のサークル活動や 「うたごえ運動」が

県内各地に広 まり、演劇 も青年会や職場において普及 し

た。その中で、新 しい日本の歌舞劇の創造を目指 して秋

田の農村に本拠 をおいて活動を始めた 「わらび座」21)は、

学校教育の現場か ら大 きな支持を得て戦後の秋田の文化

運動にも大 きな影響を与えた。

　 2.大 衆的 ・娯楽的な文化

　 1)映 画 と演芸

　戦後初期の国民の間で圧倒的な支持 を得たのは映画で

あった。変わ り身の早い日本の映画会社 は、終戦直後す

ばや く戦意高揚映画から民主々義啓蒙映画の製作 に方針

を転挽 した。秋 田魁新報 には、敗戦1週 間後 に早 くも

「映画、演劇けふ再開」 との記事が見 える(1945年8月

22日付け)。 翌年に入 ると、秋田においても映画は爆発

的な人気で、小正月には超満員の秋田市の映画館で、2

階が落下 し10人の重軽傷者 を出す惨事 となった程であっ

た22)。その一方、映画 による子供達への悪影響 も心配さ

れ、新聞紙上 には 「映画は しきりに接吻する。毒 される

児童、父兄から遂に悲鳴!」 の見出しで、秋田市内の父

兄会か ら出された要望をめ ぐって賛否両論の意見が地元

紙 に掲載されている23)。

　 1946年 暮れ頃からは、映画教育の重要性が指摘 され、

民間情報教育局(CIE)か らの映写機や幻灯機による巡

回映画が地方 にもやってきて、主に小学校の体操場で上

映されるようになった。

　映画とともに大衆の人気 を得たものは地方の演芸会で

あ り、またいわゆる“ドサ回 り”のや くざ芝居であった。こ

れらの中には低俗な内容のもの も多かったが、農村地域

においては根強い人気を得ていた。

　秋田県において も、戦前から続いている種苗交換会に

付随 して行われる演芸大会は終戦後すぐに再開された。

演芸大会は、農民だけでな く多 くの県民から歓迎 され、

地元の新聞社主催の全県芸能競演会なども同様に県民か

らの高い支持 を得ていた。

　“ドサ回 り”のヤクザ芝居については、地元紙の読者欄

にしばしば投書がみ られるように24)、読者や教育者の立

場からは道義の退廃 した低俗文化に溺れるものとして否

定される一面 を有 していた。これらの風潮は、敗戦後の

国民一般に漲 った解放感と空虚感の入 り混 じった一断面

を示 してお り、やがて再建に向かって立ち上がってゆく

国民大衆のエネルギーを示す ものでもあった。

　 2)演 劇

　歌舞伎の腹切 りや仇討ちなどは、すべて連合国軍最高

司令官総司令部(GHQ)か ら封建的忠誠と見做 されて敵

視 され、1945年11月 から46年11月 の上演許可 までは歌舞

伎の"冬 の時代"で あった。秋田県内では、1948年11月

になって市村羽左衛門一座が能代 と大曲で公演 し、前進

座 は1948年7月 にシェークスピア原作 「むだ騒 ぎ」を、

秋田県労働組合協議会 と県教員組合の共催、文部省 と日

教組の後援 という形で公演 した。さらに9月 には、前進

座少年劇場 「アリババと40人 の盗賊」が上演 され好評で

あった25)。

　 占領政策が歌舞伎に対 して風当たりが強かったのに対

して、新劇 に対 してはむ しろ復興を支援 し民主的な国家

再建のためにその影響力を利用 しようとした。ひと頃は

やったヤクザ芝居が陰をひそめ、1946年 後半頃からは各

地で演劇への欲求が芽生えて、菊池寛の 「父帰 る」や、

小山内薫の 「息子」などが上演 された。特に勤労場面か

ら生まれた優れた作品をもとにした職場の自立演劇や、

地域青年団による青年演劇の形で広まったことは終戦直

後の大 きな特徴であった。1949年 頃か らは、「ぶ どうの

会」による「夕鶴」をはじめ民話劇が盛んに上演 された26)。

　劇団 「協同座」 という新国劇系の専門劇団が秋 田市に

誕生 したのは1945年 であった。その第1回 旗揚げ公演は、

八木隆一郎作 「湖の娘」、伊藤永之介作 ・金子洋文脚色

「鶯」、それに行友季風作 「国定忠治」であった。1946年

には演劇鑑賞団体 として秋田演劇文化協会(後 の秋田演

劇鑑賞協会)が 誕生 し、中央から新劇 を中心に招聘 し公

演 した。文学座の杉村春子主演 「女の一生」(1952年)や 、

俳優座の東野英治郎主演 「夜の訪問者」(1955年)な どは、

特に秋田の新劇ファンを魅了した27)。

　戦後間 もな く秋田でも職場の労働組合で文化部が設立

され、音楽や演劇活動が活発に行 われた。1947年5月 に

は国鉄土崎工機部、 日本鉱業船川工場などの職場演劇を

主体に秋田自立劇団協議会が結成された。1948年 に開催

された主なコンクールは、秋 田観桜会主催の演劇 コン

クール(4月)、 アルファ演劇秋季公演(9月)、 秋 田自立

劇団協議会第1回 公演(10月)、 毎日新聞社主催第2回 コ

ンクール(11月)な どであった。このような職場や労働

組合の演劇運動のあ り方をめぐっては、地元の新聞紙上

でも活発 な議論が闘わされた28)。高校演劇では1948(昭

和23)年 にいちはや く演劇部 を設けたのは横手工業高校

で、秋田南(現 ・秋田)高 校、秋 田北高校、秋田市立高

校 なども盛んに活動 した。

　一方、金子洋文をは じめ水木京太、八木隆一郎、青江

瞬二郎、大江良太郎など中央で活躍する秋田県出身の演

劇人 も多 く、これらの人々と交流のあった新派の花柳章

太郎は戦中か ら、湯沢で公演 を行ってお り、戦後 も新生
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新派の中堅組が秋田で移動演劇活動 を行った。

　秋田県内の青年演劇は1956年 頃が最盛期で、この年県

連合青年会主催 による全県青年体育文化祭で演劇 コン

クールが開催され、11の 作品が発表 された。1958年 のコ

ンクールでは、本荘青年会の 「忘れた尺八」が県代表 と

な り、亀田青年会の 「結婚申込み」は2位 であった。 し

かし、1967年 頃から参加団体が少な くな り、青年会員の

離村や出稼ぎ者の激増のあお りを受けて、コンクールは次

第に低調になっていった29）。

　次に、戦後初期の地域文化活動の代表として、青年演

劇が盛んに行われた由利郡岩城町亀田の事例 を紹介する。

　　　　　　　　Ⅳ　青年と演劇運動

　 1.亀 田の歴史 と文化的背景

　秋田県由利郡岩城町は、 日本海沿いに秋田市か ら南へ

約30キ ロの距離にある(図1)。1953年 の町村合併促進法

図1　 秋田県由利郡岩城町亀田の位置図

の発布により、1955年7月 に旧亀田町 と道川村が合併 し

て岩城町が誕生 した。合併時の人口は8,696人 、世帯数は

1,482で、職業別では約60%が 農業(亀 田56%、 道川66%)

であった30)。

　明治維新前の亀田は、岩城氏2万 石の城下町で戸数も

1千 数百戸あ り、領内の中心地 として栄えていた。廃藩

に伴って町民の半数を占めていた士族の他への移住 と、

交通機関の発達 による商業圏の変化等によって戸数は次

第に減少した。明治以降の町の中心的な勢力 は、親方あ

るいは旦那衆 と呼ばれる商人層で、また藩政時代の下級

武士層が指導的立場を形成 し、剣道、弓道などの武道の

興隆 とともに、娯楽や芸能も盛んであった。町の中心部

には数軒の芸者 の置屋 と、約300人 の収容 できる亀 田劇

場があり、戦前から芝居や映画などが盛んに行われた。

終戦直後にも田舎芝居が上演 され多 くの観客 を集めてい

た。即ち亀田劇場は、町民 にとっては唯一の文化娯楽施

設の役割を果 していたのである。

　町の中心部を流れる衣川の向う岸の小高い丘の上に、

鎮守の社 として熊野神社がある。熊野神社 は熊野三山信

仰の神社で、現在の社殿は1821年 に建立された。熊野神

社の夏祭 りは例年7月9日 で(近 年は7月 第2日 曜日に

統一 された)、祭典では亀田の町部六町が持ち回 りで当番

宿を決め、若者たちが中心 になって舞 う神楽が奉納され

る。神楽は軽快で節回しのよい囃子 と、厳かで威勢の良

い舞いが呼び物で、明治期から祇園囃子調の手踊 りがこ

れに加わった。手踊 りは戦中 ・戦後の混乱期には一時中

断 されたが、1953年 に演劇好きの若者達の手によって復

活 され現在 も継承 されている。

　 また、亀田には子供が主役の行事がい くつかあ り、そ

の代表的なものが 「刻参 り(と きまい り)」3１)である。

「刻参 り」は、旧藩時代から藩校長善館 と寺子屋の子供

達がそれぞれに分かれて書の上達を競い合い、学問の成

就を祈願 して7月24日 の天神社の祭典に、一刻(2時 間)

ごとに町はずれの小高い山頂にある神社にお参 りしたこ

とに由来 している。中学生の リーダーに引率 された小中

学生達が行列 をつ くって、将棋の駒の形で提灯 を持って

「メーリ、メーリ、 トキメーリ」 と連呼 しながら小高い

山の上 にある白山神社に参拝する。1回 終わった後、当

番宿で持参の弁当をとり、2回 目は年長児だけで明か り

の入 った提灯 をかざして駆け足で参拝する。従前は中学

生以下の男子だけで 自主的に企画運営されていたが、子

供の数が減少 したことから、1998年7月 の刻参 りか らは

女子 も参加 し、運営 も 「岩城町刻参 り実行委員会」の手

によって実施されている。

　 2.戦 後初期の演劇運動

　戦後初期の亀田青年会 は、性別や職業に関係なく20歳

以上のだれでも加入でき、会長は戦時中からの継続で小

学校教 師であった。戦後最初の演劇運動が起 こったのは

1948年 であ り、亀田青年会が企画した芸能大会に参加す

るために、町中心の支部で演劇 をやることに したのが契

機であった。当初は男性の参加者がなく女性だけの演劇

同好会(会 員9人 、後 に大道具、小道具など裏方 として

男性5人 が参加)を 結成 し、当時亀田小学校の女性教師

達が中心 となって、2月11日 に亀田劇場において岡本綺

堂原作 の 「修善寺物語」 を上演 した。

　翌1949年10月 の第2回 公演では、同劇場において 「無

明と愛染」を上演 し、 またこの年に亀田小学校 において

行われた由利郡小学校公開研究会においても、ア トラク

ションとして 「無明と愛染」が上演 された(図2)。1950

年の第3回 公演は、菊池寛原作の 「恩讐の彼方へ」が上

演 されている。この頃の演劇指導者は亀田町出身の前進

座の関係者や秋田師範学校教員などで、積極的に指導に

携わり会員たちも熱心に稽古 に励んだ。

　この頃、地元の唯一の企業である織物会社に演劇部が
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図2 亀田演劇同好会による 「無明と愛染」

　　　　(1949年10月)

結成され、菊池寛原作の 「父帰る」や 「屋上の狂人」な

どが青年会芸能大会に賛助出演 した。また、 このような

青年演劇の影響を受けて、亀田中学校の文化祭でも盛ん

に演劇が行われるようにな り、やがて近隣の中学校 にも

影響を与えるようになった。 しかし、指導的役割を果 し

た小学校教師の転勤にともなって、1951年 頃からは言わ

ば勃興期の演劇運動は休止状態に入った。

　戦後亀田の演劇運動の先駆者であ り、教員退職後 も地

域文化運動の指導的役割を担ってきたR.S.女 史(72歳 、

現 ・岩城町婦人会長)に 、1997年7月26日 亀田町の 自宅

を訪問して戦後初期の演劇運動 をめ ぐる亀田の状況につ

いてインタビューを行 った。

　 「私が演劇を始めた動機は、終戦直後の虚脱状態の中

で青年会主催の芸能大会が企画 されましたが、町の中心

部の私たちの支部では歌 も踊 りもで きなかったので、演

劇をやることになったのが きっかけで した。出し物 は『修

善寺物語』に決めたけれ ども、男性の参加者がなくて結

局配役は女性だけになったのです。

　演劇のメンバーは9人 しかいませんでしたが、他 に大

道具、小道具、衣装などに多 くの人たちが協力 して くれ

ました。例えば、舞台装置は亀田の祭典の時にお当番宿

の玄関に飾る人形の製作者の人が協力 して くれたし、演

出は前進座 と縁のある人で、隣の松 ヶ崎村 に住んでいた

Y.S.さ んが読み合わせの段階か ら指導に来てくれまし

た。女の私が主役の夜叉王 をやったので、セ リフをさん

ざん直されました。

　翌年の第2回 公演では 『無明 と愛染』を取 り上げまし

たが、当時は亀田町民だった秋田師範学校教授のK.M.

先生が学生達に 『無明と愛染』を指導 したと聞いていた

ので、私たちもご指導をお願 した ら快 く引 き受 けて下

さったのです。M先 生 は、学生時代 に 『愛染』を演 じた

経験がある奥さんと一緒に、読み合わせから立ち稽古 ま

で指導して下 さったのです。

　演劇の経費は殆ど会員の自弁だったように思います。

家にあるものを何で も持ち出 して利用 しま した。例 えば、

『無明』の金襴緞子 の袴 を作るのに仏壇の打敷 を持 って

きて、いかにして鋏を入れないで縫い合わせるか苦心 し

たものです。

　その頃は、中学校の文化祭でも『俊寛』や『父帰る』など

の大作 をやってお り、私 も手伝いに行 きましたし、本荘

中学校で 『修善寺物語』をやるというので指導 に出向い

たこともあ りました。」

　 「私が昭和25年4月 に本荘市の鶴舞小学校に転勤 した

後は演劇 も一時低調にな りましたが、3年 後 に亀 田小学

校 に戻ってきた時には、若い人たちが盛んに 『ガン座』

をやっていました。演劇が下火になったのは、昭和24年

に亀田にも公民館ができ、制度面ではお膳立てができて

選択のメニューが多 くなったとしても、自分から苦労 し

てやる必要がなくなったか らではないか と思 っています。

　演劇は何 にもまして人を引きつける魅力を持 っていま

す。共通の目標に向かって進むことが関係者の間に強い

絆を作るのです。演劇は歌や舞踊 よりも子供達を引 きつ

けるので、誰でも憧れるのです。 しか し、最近は次第に

一部の子供だけの演劇は否定されて、全員が参加する も

のに変わってしまいました。大勢が参加することで、皆

が満足できる良さは もっていますがー。」

　 3.ア マチュア劇団 「ガン座」

　当時、亀田町から羽越本線で本荘市や秋田市に汽車通

学する学生達によって、 自主的に結成された 「学生会」

という文芸サークルの ような組織があった。「学生会」で

は 「コスモス」 という機関誌を発行 していた。その 「学

生会」が初期の演劇運動 を引 き継 ぐ形で、亀 田町演劇同

好会(会 員8人)を 結成 した。

　最初の公演は、1952(昭 和27)年4月 に亀田町婦人会

総会のア トラクションとして行われた小山内薫作の 「息

子」であった。その後、1954年 までの間に、阿木翁助作

「二十歳」、伊賀山昌三脚色 「結婚申し込み」、木下順二

作 「夕鶴」などを上演 し、素人なが ら質的にも高い レベ

ルを目指 して会員の努力が続けられた。

　 1956年7月 、亀田演劇同好会では 「ガン座」 と名称 を

改めた。会員は18人 に増 え、教師、大学生、高校生、予

備校生、会社員、家事手伝いと職業は様々であった。

最初の公演のプログラムには次のような言葉が記されて

いる。

　 「雁。列を作って飛ぶその秩序 と、そ して渡 り鳥その

ものに感ずるロマンチ ックな味 と。雁 という鳥は黄泉の

国に飛ぶ鳥だそうです。真面 目過 ぎるほどの鳥なんです

ね。しゃれこうべにガンとくる!略 して 「しゃれガン」
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な演劇 をや りたい。私たちの求めるものは困難です。乗

り切ることので きないような大 きな波にガ ンとぶつかっ

て行 くことです。漢字で書いて雁。その睦まじさと美 し

さ。ハ イカラな英語で書いてGun。 スピー ドとスリルが

生命です。片仮名で書 くとガンにな ります。激 しさ、熱っ

ぽさを感 じます。こんなものを求めて作ったガン座です。

真 と善と美を求めて進むのです。それが求められるその

日までは―。」

　 「ガン座」の第1回 公演は亀田小学校において行われ、

入場者は350人 と大盛況であった。出 し物は水木洋子作

「また逢 う日まで」 と、木下順二作 「彦市ば な し」の2

本であった。その年、「彦市ば なし」は隣村の本荘市松 ヶ

崎の文化祭にも賛助出演 した。

　 1957年 の第2回 公演からは、30円 の入場料 を取るよう

になり、津上忠作 「乞食(か んじん)の 歌」、チェホフ原

作 ・大山功翻案 「三毛」を上演 した。この年の公演には

本荘高校定時制亀田分校演劇部が賛助出演 し、神谷量平

作 「子をとろ」 を上演 した。いずれも町民の人気 は上々

であった。1957年6月 のガン座第2回 発表会プログラム

には、後援団体 として婦人会、青年会、愛郷会、公民館

の名前があ り、 また町内の商店や企業 など20の 広告がガ

リ版刷 りで配布 されてお り、町民からの高い支持を得て

いたことを裏付けている(図3)。

図3　 「ガン座」の公演プログラム

　 1958年 には田中千禾夫作 「おふ くろ」、木下順二作 「三

年寝太郎」を、1958年9月 には由利郡代表 として秋田県

青年演劇 コンクールに 「結婚申込み」で出演 し、惜 しく

も県代表の座を逸 したが特別賞を受賞 した。審査委員長

の講評では、あまりにも素人離れしていたために、あえ

て代表には しなかった とのことであった。

　その他、矢代静一作 「絵姿女房」、木下順二作 「瓜子

姫 とアマンジャク」、森鴎外作 「高瀬舟」などを上演 し、

由利郡内の各地に賛助出演 した り、指導に出向いたりし

た。
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した。信 じられないかも知れませんが、プロ歌舞団の

「わらび座」が亀田小学校で公演 した折 りに、「わ らび座」

の座員から共演の誘いを受けたこともあ りました。

図4　 「ガン座」の青年たち(1957年5月)

　 しかし、最盛期には24人 まで増えた会員 も、就職や結

婚などで町を離れる人が多 くな り、また指導者の他市へ

の転勤 によって中心 を失った 「ガン座」は次第にその活

動が鈍 り、1960年 以後は公演が途絶えたまま自然解散の

形になって しまった。

　かつて早稲 田大学で演劇部に所属 し、卒業後は帰郷 し

て定時制高校教師の傍 ら 「ガン座」の指導 に情熱を傾け

たS.S.氏(65歳 、現在 は郷土 史編纂 者)は 、当時の

「ガ ン座」 につ いて次 の ように語 って いる(イ ンタ

ビュー:1997年7月15日 ・S宅 にて)。

　 「新 しい演劇同好会 は、単に演劇好 き、というだけでな

く、演劇を通 して沈滞気味の亀田の町に新 しい息吹を感

じさせようとというのがスローガンで した。月に30円 の

会費制 とし、会員資格は一切なしで誰で も入会できるよ

うに しました。最初の公演の時には会員が18人 に増えま

したが、資本金は1ヶ 月分の会費540円 だけで したか ら

心細い思いをしました。会員の平均年齢は23歳 で、大学

生3人 、高校生2人 の他は皆職業を持 っていましたか ら、

練習時間のや りくりも大変で した。若い男女が夜遅 くま

で出歩 くというので、一部の町民からの批判 もあ りまし

た。

　公演会場は亀田劇場 と亀田小学校体育館 で、入場料は

30円 で したが、劇場での公演の時はいつも満員で、観衆

は平均300人 は入 っていま した。 また婦人会、青年会、

公民館 などから後援 して貰いましたので、町民からの信

頼は十分あったと思います。

　 「ガン座」の主なレパー トリーは、木下順二の 「夕鶴」、

「彦市ば なし」、「三年寝太郎」、「瓜子姫 とアマンジャク」

などで、民話劇が得意で した。他に森鴎外作 「高瀬舟」、

小 山内薫の 「息子」、津上忠の 「乞食の歌」などの大作 も

や りました(図4)。 公演の要請があればどこへでも出か

け、東由利村、西 目町、大内町、本荘市などに出向きま



　当時の時代背景 として、文学座の千田是也を中心 とし

た新劇興隆の時期で もあり、また民話劇は当時の社会に

新 しさを感 じさせたのだと思います。「ガン座」の公演で

は、いつ も重い もの と軽いものを合わせて上演 しました

が、民話劇は何 よりも歓迎されました。

　公演の合間には、演技だけでな く、いろいろな面の練

習や研究活動 もや りました。練習方法は、当時流行 した

スタニスラフスキー ・システム32）をわざとさけて、“読

み”半分、“立ち”半分、の方法をとりました。古 さを排

するために、いわゆる“型”か ら抜けるように心掛 けま

した。週3回 、夜7時 から9時 半 まで正味2時 間で、あ

とは直接劇 とは関係ないお喋 りをすることによって、な

るべ く肩の凝 らないようにしました。

　稽古場 として借 りていた公民館では、場所だけは自由

に使わせて くれました。金は出しませんで したが、細か

いことには一切口出ししませんでした。いまでは考えら

れないことですが―。

　研 究テキス トに反戦思想の濃い戯曲のマ ックス ・フ

リッシュ作(加 藤衛訳)の 「そら、また歌ってる」33)を

取 り上げたこともあり、いま振 り返るとかなりレベルの

高いことをやっていたように思います。「ガン座」の運営

には民主的を第一 に心掛け、野外 レクリエーシ ョンや

ゲームなどもやって健全 なサークル活動にしました。

　私が亀田分校か ら本荘高校へ転勤が決って、“その内に

又やるべ し”とい うことにしておいたのですが、戻 って

みたら公民館 の倉庫 に保管 しておいた道具類 は皆 なく

なっていま した。多分公民館の人達 に捨 てられたので

しょう。」

た後のいわば再生期で、学生中心の 自主的なサークル活

動であった。演劇の再興を町民は期待 をもって見守って

いた。これが 「ガン座」の創設につながった。

　後期(1956-1960年 頃):い わば 「ガン座」全盛期で、

町民の文化的欲求に応 えることを目的とし、アマチュア

演劇の質的向上を目指 した。年2回 の自主的公演活動 を

続け、町民か ら高い支持を得た。近隣の町村 にも演劇の

普及に大 きな影響 を与 えた。

　青年演劇衰退の理由をみると、中期 は発展的解消 と言

えるものであったが、初期 と後期の共通点 としては会員

の転勤や就職、結婚 などによる町外への転出によって次

第に会員不足に落ち入ったことであった。

　次に、「ガン座」のもと会員達に対するアンケー トから、

「ガン座」に入会 した動機や、練習や公演の印象、当時

の町民の反応などについて代表的な意見を集約 した。回

答者は17人(男 性9人 、女性8人)で 、回答時の平均年

齢は61歳 、調査は1998年1月15日 から2月28日 であった。

ガン座に参加 したときの年齢は平均19歳 であった。回答

者の中には前記の亀田中学校第4期 生が3人 含まれてい

た。

　 1)「 ガン座」に参加 した動機 について

　 「ガン座」に参加 した動機については、既 に 「ガン座」

で活躍 している友人や先輩 に誘われたという人が多いが、

大多数は新鮮な文化的雰囲気 を持つ集まりに何 よりも魅

力を感 じて参加 していた。殆どが中学校演劇の経験者で、

中には予備校生や大学生で帰省中に一時的に参加 した人

もいた。そのいくつかを紹介する。

　 「ガン座」の解散の背景には、脚本の選択 をめ ぐって

会員の間に意見の対立があった。それは、いわば新 しい

演劇理論(ス タニスラフスキーによる)を 主張 し、創造

性を求める後か ら加入 した会員達 と、会員の融和 と町民

の支持をもとに地道にレベルアップを図って行 こうとす

る以前からの会員達の相克で もあった と、S氏 は淡々と

語ってくれた。

　 4、 青年演劇 に対する住民の評価

　― もと 「ガン座」会員へのアンケー トか ら―

　以上の亀田の演劇運動 を、初期、中期、後期の3期 に

分類することができる。

　初期(1948-1950年 頃):い わば青年演劇の勃興期で、

小学校女性教員を中心 に演劇同好会が結成 された時期で

ある。年1回 の公演は前進座様式の ものが多 く、プロの

演劇関係者か ら直接指導を受けた。亀田町だけでなく近

隣の学校演劇や職場演劇に影響 を与えた。

　中期(1952-1955年 頃):勃 興期の後、一時中断 してい

　 「亀田中学校で 『修善寺物語』を経験 した後に、秋田

北高校 に入 った同級生3、4人 と一緒に何の動機 もな く

ガン座に入った。」

　 「高卒後、職 もな く毎 日ぶらぶ らしていた時に、ガン

座に入っていた同級生に誘われて入会 した。中学校時代

に演劇部 に入っていたので、発足当初か らガン座には入

りたいと思っていた。」

　 「ガン座 になる前 の演劇同好会だった昭和29年 頃 に

(中学3年 生)、 ガン座の代表だったY.K.さ ん宅にレ

コー ドを聴 きに行 ったのがきっかけで演劇に興味 を持つ

ようになった。」

　 「東京の予備校在学中の夏休み帰省 中に 『夕鶴』の演

出をやっていたHさ んに誘われて参加 した。その後断続

的に 『彦市ば なし』、『結婚の申し込み』、『乞食の歌』な

どに参加 した。」

　 「大学で演劇サークルに所属 していたので、帰省 中に

ガン座の活動 に参加 したが、正式 な会員になっていたか

定かでない。」
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　 「戦後、巷には文芸至上主義的な風潮が広が り、それ

に乗せ られたのかも知れない。亀田には他の町村 とは異

なる歴史的な風土があ り、その影響 も受けていたのかも

知れない。小生の場合はSさ んから誘われて動いた記憶

があ り、例えば 『わらび座』のような使命感に満 ちた燃

ゆる思いの参加 とは言い難かった。」

　 2)稽 古や公演で一番印象 に残っていること

　セリフの稽古のことや先輩の演技に対する賞賛など、

あるいは裏方としての感動や失敗談、また多 くの回答者

が、地の町村への賛助出演(“ ドサ回 り”と称 していた)

についての強烈な印象を述べていた。

　 「先輩の人たちとの会話や、前向きな姿勢に感銘を覚

えた。演劇その ものよりも座の零囲気が楽 しかった。」

　 「公民館で夜遅 くまで練習 したこと。公演が終 わった

後の充実感 と一体感が印象的。」

　 「議論するときは侃々諤 々やっていて も、いざ実行に

なると皆黙々と熱心 に動いていた。本当に素晴 らしい集

団だった。」

　 「S.S.先 生の上手なのには感心 していた。俳優 にな

るべきだと思っていた。」

　 「私が2、3カ 所セリフをとば しても、Sさ んはちゃん

と合わせて劇を終えて くれた。」

　 「入会 した頃は一番年下だったが、多 くの出 し物に出

演 した。道川の祭典で、『乞食の歌』の主役がいないとい

うので、岩城町連合青年会から顧 まれて賛助出演 したこ

ともあった。」

　 「舞台装置を作る人たちはすごいと思った。いま秋田

大学教授のR.S.氏 は、松 ヶ崎から出かけてきて夜遅 く

まで取 り組んで、素晴 らしい舞台を作 って くれたのがと

ても印象的だ。」

　 「『また逢 う日まで』の ヒロイン蛍子が爆撃 を受けて死

ぬ場面があ り、いざ本番のとき爆撃音がス ピーカーから

流れなかった。音響 を担当したのは私だった。後で器具

を点検 したらボリュームのつまみが最低 になっていた。

ちなみに"煙"担 当者は青い杉 の葉 をいぶ して団扇で扇

いで効果をあげていた。」

　 「公演後の観客の拍手で手応 えを感 じ、裏方だったが

感動 した。」

　 「“ドサ回 り”と称 して他 の町村で公演 したこと。 ト

ラックに大道具、小道具 と一緒 に全員す し詰めで乗って

いった。地元の人々との交流 も懐かしく思い出される。」

　 「西 目町や東 由利町に公演 に行 って、幕 間に一人で

踊ったこと。」

　 「全県青年演劇コンクールで演技を貰ったこと。」

　 3)「 ガン座」に対する家族や町民の反応について

　 「ガン座」 に入会 したことに対 しては、各会員それぞ

れの家庭の状況に応 じ家族の協力があった り、或いは反

対 されたり様々であった。町民の一部には白眼視する向

きもあったが、「ガン座」の活動は概ね好意的に見られて

お り、公演は毎回歓迎 された。また会員自身にとっては、

文化的には貧困だった当時の地域社会 に大 きな貢献をし

たとの自負を持っていることが伺われた。

　 「家族はいろいろな面で協力 して くれた。私は家事手

伝いなので、自由に公演 にも行 くことがで きた。」

　 「家族の会話の中で、いつ も練習風景などが話題にな

り、家族の理解 と応援によって練習にも参加 しやすかっ

た。」

　 「兄 も 『無明と愛染』や 『恩讐の彼方』などに出演 し

ていたので、家族が どうということはなかった。強いて

言えば理解があったと言 うことになろうか。」

　 「私が参加 した頃、家族はほとんど我関せずという感

じだった。 どちらか といえば少 し協力的というところか。

私の後 に参加 した弟の方が、 もっともっと夢中になって

しまって―。」

　 「家族は賛成 してくれた し、後で姉 も入会 した。友人

たちも青年会 を通 して後援 してくれた し、隣 り近所の人

たちもよく入場券を買って くれたと思う。」

　 「母親が劇場の前の席で見つめていたのが今で も目に

浮かぶ。普段の生活からは考えられない我が子の演技に

拍手 を送っていたのかも知れない。」

　 「ほとんど夜 に出るので、家族にはあま り良 くは見 ら

れていなかった。特 に私 は女なので。周 りには不良 と

思っている人もいた。演劇 ばかりでな く、クリスマス楽

しみ会、豆名月、なべっこ遠足など、とっても楽 しかっ

たのに周囲の人には不真面 目に見えたのではないか。」

　 「我が家では兄たちは協力的だったが、両親は少々心

配 していたようだ。勉強もしないで遊んでいると … 。

勉強よりも素晴らしいことを体験 したのに。」

　 「家族の反応 は、中高生のことでもあ り夜外出するこ

とには反対で、よく口論 したのを覚えている。練習に熱

が入ると門限(8時)に 遅れることが多 く、戸口の鍵を

掛けられるたことも何度 もあった。」

　 「亀 田の町はもともと演劇を含め大衆娯楽に寛容な土

地柄だったと思う。町民はガン座の公演に好意的であ り、

衣装や小道具なども協力 して くれた。次はいつ、何を公

演するのかよく聞かれたし、町の人たちのガン座への評

価は全般に良かったと思 う。」

　 「『また逢 う日まで』と 『彦市ば な し』の制作担当だっ

たので、婦人会などとの渉外的な仕事が多かったが、ど

の団体 も好意的だったとい う印象が残っている。亀田と
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いう土地の文化的な基盤の広さというか、藩校時代か ら

の蓄積みたいなものがあったのかと思ったりしている。

それに、社会的にも文化への飢餓的状況にあ り、これが

受け入れられる要素だった と思 う　(映画、芝居はいつ も

満員だった)。」

　 「町民 に楽 しみをあげたことは間違いないと思 う。」

　前述のように、戦後初期の演劇や音楽などの文化活動

は、労音、労演、民音など労働組合運動 と深 く結びつい

て発展 した。そのため、一般的には演劇運動に携わる青

年は左翼思想の持ち主 として(多 くは“ アカ”呼ばわり

されて)、地域の人々から敬遠 される一面 も持 っていた。

その点では、亀田の場合学生会や婦人会が後援団体とな

りスポンサーで もあったために、「ガン座」の演劇運動は

町民から素直に受け入れられたと見ることができる。

　　　　　Ⅴ　戦後地域文化活動の今日的意義

　戦後初期の青年たちが集 まった り何か活動 をしやす

かったのは、地域社会 に娯楽的な ものが少なかったとい

う終戦直後の時代背景があった。それから約半世紀 を経

て、現在のように多様な娯楽や文化的な情報が溢れて い

る環境の中では、自らの方向性 を失っているかのように

見える青年層に対 して、 目的志向的な行動 を要求するの

は難しいか も知れない。 しか しなが ら、現在の青年達や

その親世代にとって、戦後初期の青年運動か ら学ぶもの

があるとしたら、それは青年達の“生 きる力”即ちエネ

ルギー と、地域共同体の目には見えない教育的 ・文化的

機能ではないだろうか。

　 ここでは、その戦後初期の地域文化 を生み出した青年

達のエネルギーを、現在各地で行 われている俗 に言 う

“地域おこし”５)事業 とを比較 してみたい。 また、 とも

すれば無軌道な方向に走 り易かった当時の青年達の行動

に歯止めをかけ、軌道修正を促す ことができた演劇や芸

能の人間形成面での影響力について考察する。

　 1.青 年と“地域おこし”

　言 うまでもな く、青年について語る場合、他の年齢層

と切 り離 して論ずることはできない。“生 きる力” 即ち、

エネルギーについて も、青年期 だけの特有の ものではな

く、幼少時期からの家庭の躾けや地域共同体の教育力に

よって徐 々に育まれたものであろう。この“生 きる力”

の根元を探るために、再びもと 「ガン座」会員アンケー

トから、地域社会に対する青年達の意識に関する回答を

取 り上げてみたい。

いたが、私などは隅っこで聞いているだけで も文化人に

なったような気がしていた。私はいま 『昔 しこ』の語 り

部をしているが、もしかしてガン座の影響が少 しはある

のかも知れない。」

　 「昔 と今の亀田とは隔世の感がある。私 も40年振 りで

亀田に帰ってきて、文化運動にも参加 していないから大

きいことは言えないが、当時のような若者が町で見かけ

ない。城 とか何 とかの箱 ものは沢山で きているが、空疎

な存在に見えて仕方がない。人材不足なのか、亀田独特

の?よ く言 えばプライ ドの高 さ、反面“ 井の中の蛙的”

保守性で凝 り固まった年代の集団の ようにも思える。」

　 「私たち昭和16年 生まれは、お茶、お花、習字、絵(デ ッ

サン)な ど、ほとんど夜は習い事をしていた。お茶 とお

花以外は月謝を払った記憶 もなく、今思うと当時の先生

たち(小 中学校教師)は ボランティアで教えて くれた。

親たちも当然のように月謝がなかった(出 さなくてもよ

かった?)た めか、どこへで も行かせて くれた。私たち

は先輩たちが道をつ くって くれた中で、ぬ くぬ くと文化

にくるまれたように思 う。現在、娘(昭 和43年 生れ)が

そのような文化 に触れることもな く、主人(亀 田出身 ・

昭和14年 生れ)と お茶でもお花でもと提案すると、「バー

カ言わないと」と、一ゲキ されて しまう。秋田生れの娘

には、何 もない!」

　 「今 も青年たちの文化的な活動はあるにはあるが、大部

分 は上部からの肝い り的なものが多いような気がする。

パチンコ、ゴルフ、競馬など個人的に楽 しさを追ってい

る若者が多 く目に付 く。私のいる町では青年会 とい う活

動母体 さえないのではないかと思っている。受験 など小

さい ときから競争の場を通 り抜 けて個人主義が(全 く否

定はしないが)徹 底 して身に付 いたのかなと思った りも

している。“町おこし”などと行政では言 っているが、こ

うした文化的活動 に青年のエネルギーが燃 えることが

あったらと思 う。」

　このように、亀田の もと 「ガン座」会員の意見は、彼

らの青春時代の懐古 とも絡 んで、現在の青年 たちに対 し

ては概ね否定的な見方 をしている。 しかしなが ら、回答

者の大半は既 に第一線から引退する年齢 に達 してお り、

また約半数は郷土を離れて他に居住 している人達で もあ

る。そのため、実際には郷土の後輩でもある青年達 と直

接接 していない人が多いので、必ず しも青年に対する見

方が適切 とは言い難いか も知れない。

　そこで、現在岩城町において行われている“地域おこ

し”に関連する情報 を集約 し、岩城町の社会教育に従事

している関係者の意見を聞いてみた。

1)も と 「ガン座」会員の“青年意識”

「その頃の人たちは皆一人ひとり自分の意見を持って
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　 2)岩 城町の“地域おこし”

　岩城町の“ 地域おこし”は、1986年 に旧武家屋敷、肝

入 り農家、鍛冶屋、等の建物 を一郭に集めた史跡伝承の

地 「天鷺村」 を開設 し、同地域内に天守閣や史料館、美

術館などを付設 したことに始 まる34)。史料館には旧藩主

岩城氏ゆか りの品々を展示 し、美術館 には主として岩城

町関係者の作品を中心に展示 し、また旧藩校 を復興 した

図書館や伝統の織物である 「ぜんまい織 り」の実演 コー

ナーなども設置 されている。

　 これ より先、1979年 には、旧亀田藩に関係する2市4

町を巻 き込んだ 「旧藩祭 り」が行われ、各地の様々な民

俗芸能の交流や、岩城氏の前任地福島県いわき市 と提携

した文化交流などが現在 も継続 されている。また1990年

からは、岩城町の教育文化に特 に貢献 した知識人の文集

をほぼ年1回 のペースで発行 し、「ふるさと創生事業」と

して位置付けている35)。

　 もと 「ガン座」会員で、現在は岩城町史科館の館長 と

して社会教育の第一線で活躍 しているM.S.女 史(57歳)

は、彼女の子 ども時代 と現在の亀田を比較 して次のよう

に述 べ て い る(1997年7月20日 ・史科 館 にて イ ンタ

ビュー)。

　 「もともと、亀田町内には芝居好 きの風潮があ りまし

た。戦時中の5、6歳 頃から祖母に連れられて町の劇場 に

“ヤクザ芝居” を見に行 きましたが、子 ども心 に新鮮 な

刺激があったように思い ます。町内では“ゆうわ講” や

念仏講など女性たちの集 まる機会が多 く、“ヤクザ踊 り”

が披露された りして賑やかで した。祖母たちの“ ゆうわ

講” では、必ず太鼓に合わせて歌や踊 りが行われ、見惚

れたものでした。」

　 「『ガン座』では中学3年 のときに 『おふ くろ』で主役

の娘役 に抜擢 されてから、4、5本 に出演 しました。 しか

し、昭和35年 頃か ら地元 を離れる人が多 くな り、『ガン

座』は自然消滅 してしまいました。

　私は1972年 から岩城町の教育委員会に所属 し、後に社

会教育の分野で主に公民館のお手伝 いをしました。その

中で特に農業近代化ゼミナールでの若い人達 との出会い

が印象に残っています。その前年 に町の第1回 文化祭が

行われましたが、そのテーマが 『若 さと伝統の調和』で

した。第2回 目からは青年会の演劇指導にあちこち出向

きました。演技指導 だけでな く、ポスター描 きもや りま

した。

　その頃の青年会は、町 と公民館主催の青年研修会が

きっかけになって、その後青年学級 も開設され、青年達

の熱意が実って亀田地区、道川地区に演劇が復活 しまし

た。演劇は年1回 文化祭の前夜祭 として行われ、4、5年

続 きましたが、青年会員の交代などで後継者が育たず自

然に消滅 してしまいました。

　 その頃は、各集落の子 ども会や老人会などから要請が

あれば、事業の一環 として重いエルモの16ミ リ映写機 を

もって教育映画の巡回映写会 を行いました。導入 として

いつ もマンガを利用 しましたが、子 どもだけでなく大人

も大勢集 まってい ました。まさに視聴覚教育の始ま りで

した。」

　 「現在、青少年を対象 とした事業としては、青少年健全

育成事業や高校生のつ どい、各種のゼ ミナールなど、町

の行政主導で助成金を出 し、講師を招聰 し、研修会を開

催 し、青少年の指導や組織化に地域 ぐるみ町ぐるみで運

動を盛 り上げています。 しか し、運動実施母体(父 兄)

と青少年の意識のずれは大 きく、実が上がっているとは

言えない現状です。

　 ガン座の後を受け継いだ1972年 頃の演劇青年達 は、現

在職場で中間管理職として活躍 しています。役場 に入っ

た人も何人かいますが、実質的にはこの人達が町の推進

役 となって“地域おこし”をやっているのです。非常 に

残念なことに、その後を引 き継 ぐ青年達がいないことで

す。スポーッや趣味的なものには参加するのですが、町

のために何かや らなければ、 といった義務的なものにな

ると、途端 に拒否反応 を示すのです。

　『ガン座』当時の青年たちの場合を考えてみると、部落

の若衆や学生会を中心に活動の場 を自ら求め、自分の可

能性 を自分 自身で開拓 し、自分たちで地域に新 しい息吹

を興すのだという自負 と情熱があったように思います。

その基盤 となった ものは、幼少期からの年代 を越えた遊

び集団ではなかったかと思います。遊 び集団は、兄弟 ・

姉妹のように自然に親密 さと秩序ができ、組織(グ ルー

プ)と して醸成されやすい要因ではなかったで しょうか。

この異年齢の遊び集団が、町の伝統行事の刻参 りやナマ

ハゲなどの継承 を可能にしているとも言 えるのです。」

　 S館 長が縷々述べていたように、現在の青少年 には地

域共同体の活動に主体的に参加 し、その一員 として役割

を与えられる機会が少ないように見 られる。以前はごく

一般的に行 われていた地域に伝わる民俗行事(例 えば
、

小正月や盆行事など)に 、子供 も小さいうちか ら大人と

一緒に参加 し
、家庭や地域社会の中で子供の役割が慣習

として決められていた。これらの地域の伝統行事や民俗

芸能は、現在各地で見直され継承することで地域の活性

化につなげようとする傾向が見 られる。 しかし、そのよ

うな事業を単 に地域の活性化の道具 として使用するので

はなく、あ くまで教育的な面から子供が参加する意義を

再評価することが必要なのではないだろうか。

　現在の青少年達が、伝統文化から何を学ぶのか、それ

には彼 らが学びたいと魅力を感 じるような芸能や行事 な
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のかが問われる。そこに学校教育を含む社会教育行政の

視点がおかれる必要があるだろう。S館 長は、そのキー

ワー ドとして幼少時期からの祖父母 と孫 との関係 をあげ

ていたのは印象的であった。

　 2.地 域文化の教育的機能

　 1)演 劇 と教育

　手許の国語辞典によると、演劇 とは、「作者の仕組ん

だ筋書 き(脚 本、台本)に もとづ き、俳優(演 者)が 舞

台の上で言葉(台 詞)・ 動作によって物語・人物また思想・

感情などを表現 して観客に見せる総合芸術で、多 くは演

出者が一定の劇作術の もとに指導 し、舞台装置 ・照明 ・

音楽な どによ り効果 をあげる」 もの と定義 されてい る

(「広辞苑」)。

　演劇 は本来祭 りと一体になって発展 してきた芸能であ

り、日常の社会生活の秩序から逸脱 して、抑圧されてい

た生のエネルギーを奔放に溢れ出させる場を作 り出す36)

ことがで きるところに基本的な特質がある。そのため、

一面では秩序ある社会規範の伝達 とは必ず しも相容れな

い方向性をもち、戦前は時に権力側からは反社会的、反

教育的なものとして見 られる性質を有 じていた37)。

　終戦後は一転 して全国各地で演劇や演芸が氾濫 し、特

に1945年 から1947年 頃にかけて、文部省が新 しい学習指

導要領の中で劇的活動 を奨励 したことと結びついて、一

時学校劇の復興が見 られ、各種のコンクールなども盛ん

となった。

　最近では、演劇 と教育の接点は単 に児童演劇などの鑑

賞の場や、学校劇などの演劇活動の場としてだけでなく、

授業の中での課題の劇化(ロ ール ・プレーイング)な ど

も行われている。すなわち、戦前の学校劇が子 どもに芸

術を教えるとい う立場だったのに対 して、戦後の試みは

教育方法 としての演劇的活動を重視するようになってい

る。

　 もと 「ガン座」の会員たちは、演劇の魅力 について次

のように述べている。

　 「当時、娯楽 も少なく町全体 に活気 もなかった時代で、

学生会が中心 となり演劇、レコー ド鑑賞、コーラス、雪

の芸術 など文化的な活動を通 して地域 に刺激を与えた と

思う。その活動の中でも、演劇はキャス トだけでな く、

衣装、小道具、舞台装置などス タッフがいてはじめて機

能する総合芸術であり、社会人、大学生、高校生 と年代

を共通の目標 に向かい、各々の能力の範囲で自己実現で

きる場が演劇であり、魅力を感 じた要素だった。」

　 「未知の何かを創造 したい という若 き日の欲望を充足

させる場であったと思う。絵を描いてみたいとか、歌 を

歌ってみたい とかと同質の、 もっぱら個人的な趣味嗜好

に基づいて行動 していた。」

　 「当初スタッフとして参加 したが、役がつ き、大学生

の演劇経験者の演技指導で、基礎的な練習 も加わ り、質

的な向上 も喜びであったが、特に公演のさい、自分の演

ずる演技 に観客が熱 っぽ く反応 してくれる息使いに、え

もいわれぬ快感を覚 えたのを記憶 している(役 者は三 日

やったら止め られないということか)。」

　言 うまで もなく、思春期から青年期は心身の激動期で

あり、社会生活 における個人の役割 を模索す る時期でも

ある。昔か らこの時期には 「若者宿」38）などにおいて演

劇的、儀式的な通過儀礼が設定されていた。現代ではそ

れに代わるものとして、非日常的な化粧をしたり異 なる

衣装や仮面 を身につけ、踊 りなどの様々な演劇的行為(パ

フォーマ ンス)を 行 うことを通 して、彼 らのエネルギー

を解散 し、物事 に集中させ、仲間との協力 と競争 によっ

て危機を乗 り越 え、それによって自己認識 を高めて行 く

という機能 を演劇は持っている。

　 また、観客 は俳優、戯 曲(作 者)と ともに演劇の3つ

の要素(あ るいは演劇 を加えて4大 要素)の 一つであり、

演劇の興隆を左右する存在でもある。「ガン座」会員たち

の述懐にあったように、戦後初期の10年 間に亀田の青年

演劇が発展 した要因として、地元町民の観客 としての参

加があったことを見逃すことはで きない。

　総合芸術 としての演劇は、いつの時代 において も時空

を超えて人の心を魅了する性質を持っている。 しか しな

が ら、テレビをはじめとする多様な刺激的な情報が氾濫

する現在 においては、子供達が劇場に足 を運んで演劇鑑

賞をする機会は少ないだろう。それだけに、小 中学校の

頃か ら演劇の魅力 について親や教師側が意図的に教える

ことが必要である。

　戦後初期の亀田の演劇をリー ドしたR.S.女 史が嘆い

ていたように、学校の文化祭などで単に役に選ばれない

というだけで、生徒に不公平感を与 えることを懸念する

ような狭小な考 え方ではな く、役者 も裏方 も観客 も一体

となって演劇が構成されることを生徒 に教え、演劇鑑賞

の魅力を実感 させることが、はるかに教育的意義がある

と思うのである。

　 テレビのような一方的で受け身のメディアに飽 き足 ら

ない子供達が、自分の身体を使用 して表現する地元の伝

統的芸能に魅力を感 じている。秋田県においても、各地

の番楽や農民歌舞伎が、地元の中学生や高校生の参加に

よって継承され、住民の熱心 な支持 を得ている現状はこ

のことを裏付けている39)。

2)「 文化」 と人間形成

地域社会において、「文化」というものが青少年の人間
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形成に とって どの ような影響力 を有する ものなのか。

「ガン座」の例 に見たように、異なる年齢集団による相

互教育や人間形成の面での意義は、全国の農村各地で昔

か ら行われていた 「若者宿」や、一面では ドイツに発祥

したワンダーフォーゲル運動40)とも共通するものであっ

た。再び、もと 「ガ ン座」会員のアンケー トから、彼 ら

の青年に対する意識について注 目する。

　 「向学心が旺盛だったか ら、少 しで も教養 の向上 を

願っていた。また社会人や大学生の方々か ら、新 しい感

性 を吸収 しようと思っていた。」

　 「入会 した当時は漠然 とした想いだったが、当時の燃

える心 を持った会員に触発 されて、自分の心 も次第に高

揚 していったような気がする。」

　 「年代 を越 えて といって も、グループ全体は若 く、男

女の別な く自由に活動でき、演劇 だけでな くいろいろ啓

発 された事柄 も多 く、多感な学生の一時期貴重な体験

だったと思う。」

　 「とにか く見 るもの聞 くものみな珍 しく夢中だった。

難 しいことは分からなかったが、皆 さんから良 く教 えて

貰 ったことに感謝 している。」

　 「学生演劇の生か じりの演劇論などを引っぱ り出して

皆 さんと議論 した り、芝居作 りのお手伝 いをした りして、

亀田の諸先輩や同世代 の人たちとの繋が りを持てた小生

にとって唯一の“場” だった。それ以降、教職について

からも演劇部を作 った り指導 したり、退職までずっと高

校演劇に関わってきた し、アマチュア演劇にも10数年関

係 している。」

　次 に、 もと 「ガン座」会員で学生時代からプロの演劇

家 を志 し、現在は教育紙芝居の普及をライフワークとし

ているT.K.氏 は、郷土の文芸誌に 「ガン座 とかみ しば

い」41)と題する一文 を寄せているので抜粋 して紹介する。

　 「私の学生時代は、亀田の演劇好 きな青年達の集 まりで

ある 『ガン座』 と、秋田大学の演劇部である 『北の会』

との掛け持 ちでやっていました。『ガン座』の公演が近付

くと殆 ど毎晩公民館で稽古で した。舞台装置や小道具、

照明などみんな公民館で作 りました。(中 略)」

　「大学を卒業 して演劇で食べ て行 こうとして上京 し、

大学の教授の推薦状 と酒一升 をもって文学座 を訪ねたら、

1年 間は研究生だから勉強 して貰います、アルバイ トも

出来ないスケジュールだ と言われて …　 。演劇でお金

を稼 ぐつ もりが、授業料 を出せでは、天と地の違いで し

た。結局食べてい くのに仕事を探 していたところ、この

紙芝居の世界から救いの手を差 し伸べ られました。演劇

青年が 日本独 自の文化 と言われる教育紙芝居の魅力 に取

りつかれて20数 年経って しまいました。(中 略)」

　 「亀田の人たちを感動させた数々の レパー トリー、ま

た ドサ回りなどを思い出 しています。思えば数多 くのす

ばらしい先輩や一緒に夜遅 くまで練習 した仲間たち、今

でも夢 に見 ます。そして、やっぱり紙芝居 も演劇なのだ

と、自分に言い聞かせてお ります。 日本の文化財である

紙芝居 を愛 している一人が、『ガン座』の出身であること

に誇 りを持っています。」

　 このように、青年演劇 「ガン座」は戦後世代の若者 ら

しい新鮮 な感覚に満 ちていた。 しか も、20歳 代 を中心に

異なる年齢 のメンバーから構成 されていたため、「ガン

座」に所属 したことは単に演劇 に親 しんだだけでな く、

彼らのその後の人生の方向を決定する程の大 きな影響力

を有 していた。

　地域文化活動を、人間形成 という側面から見ると、人

間形成は必ず しも既存の文化の中に新 しい世代 を編み込

むことでも、個人を一方的に社会化することで もなく、

既存の文化の変革や更新の可能性 をその文化の中に育て

る役割を有 している42)。このことが、亀田の事例 を通 し

て実感として理解で きる。

　戦後の教育改革によって、民主的な新 しい文化を享受

している若者達にとっては、戦前からの古い行動様式か

ら抜け出すこ とのできない大人世代 は許 し難い存在 で

あったろう。彼 らは古い文化を批判 し、それを変えて行

こうとして全身のエネルギーを傾注 した。戦後初期の青

年達は、既存の古い文化 に対立する新 しい文化 を創造 し

ようとする意欲に満ち溢れてお り、そのことが大人世代

か らの顰蹙 を買い攻撃 もされたが、彼 らは容易 には挫け

ないだけの逞 しいエネルギーを持っていた。その意味で

も、戦後初期の青年による地域文化活動 には、半世紀を

過ぎた現在に於ても学ぶべ き多 くの示唆を含んでいる。

　　　　　　　　　　　Ⅵ　 総括

　 終戦後の混乱期にあって、文化 に対する飢渇感を癒す

ために、秋田県内各地域 において活発な文化活動が展開

された。その中で敗戦3年 目の1948年 に誕生 した岩城町

亀田の青年演劇運動は、地域住民の支持を得て約12年 間

続いた。演劇運動は日本の高度経済成長の波 に呑み込 ま

れて終焉 したが、現在の岩城町では青年演劇の後輩たち

が町の活性化のために、種々の“地域おこし”の中核 と

なって活躍 している。

　亀田の青年演劇 「ガ ン座」の もと会員に対するアン

ケー トと面接調査によって、演劇が町民に与えた影響 と、

演劇を通 して青年 自身が学び合った文化的環境の人間形

成への影響 について考察 した。 これらの戦後初期の青年

による地域文化活動から、現在われわれが学ぶべ きもの
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は、青年達の“生 きる力”、即ちエネルギーと、それを伸

ばす地域社会の 目に見えない教育的 ・文化的な機能であ

ると結論 した。

　本研究において、一次史料や文献の収集が不十分で

あって点は反省 される。岩城町亀田の青年演劇は現在で

も十分評価できる質の高い地域文化活動であったが、こ

のような例は秋田県内の他地域に於ても埋 もれたままに

なっているものと思われる。戦後の混乱期に各地の地域

文化活動が どのような状況にあったか、その時青年達は

どのような役割を果 したか、などの具体的事例 を明 らか

にする作業 を今後の課題 としたい。

　そのような実践を重ねることによって、 とか く“ヤク

ザ芝居の青年会” と椰楡されてきた戦後初期の青年達の

生 き方 と、ひいては新制中学校教育に対する正当な評価

が生 まれて くるものと期待されるからである。
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